
   排 水 設 備 工 事 検 査 確 認 表 

工 事 場 所  受付年月日    年  月  日 

申  込  者  受 付 番 号 第        号 

検 査（ 確 認 ）項 目 検  査 （ 確 認 ） 内  容 

排水設備工事 

責任技術者 

【 確 認 欄 】 

検査立会者【 確 認 欄 】 

写 真・目 視 聴 取 

屋 
 

外 
 

排 
 

水 
 

設 
 

備 

公共汚水ます 

及び 

排水取付管 

排水取付管は下水道に確実に接続されていること（誤接続の確認） □ □ 適 ・ □ 否 □ 

公共汚水ますの大きさが配管深さに応じ適正であり，検査・清掃に支障がないこと □ □ 適 ・ □ 否 □ 

ます蓋は密閉蓋とし，市章入りのものを用いていること □ □ 適 ・ □ 否 □ 

汚水ます設置 

 

位置及び 

 

排水管配管 

起点において配管の土被りが200㎜以上確保できていること □ □ 適 ・ □ 否 □ 

汚水ます（接続ます）が適切な位置（起点・合流点・屈曲点等）に設置されていること □ □ 適 ・ □ 否 □ 

排水管の管径は用途・使用量に比し適正であり，かつ，適切な勾配が確保されていること □ □ 適 ・ □ 否 □ 

材料は，非吸水性・耐蝕性を有する材質で，堅固な構造であるものを用いていること □ □ 適 ・ □ 否 □ 

段差や障害がなく，汚物の残りや滞留水等が見られないこと □ □ 適 ・ □ 否 □ 

汚水ます設置位置や深さ，排水管布設延長がしゅん工図の記載内容に相違ないこと □ □ 適 ・ □ 否 □ 

汚 水 ま す 

屋内排水器具がトラップを有しない構造である場合，トラップます等の外部トラップが設け

られていること（ただし，２重トラップにならないことに十分留意すること） 
□ □ 適 ・ □ 否 □ 

外部器具（エコキュート等）の排水は，トラップますを設け接続していること □ □ 適 ・ □ 否 □ 
外流しの排水を下水管に接続する場合は，15㎝以上の泥ためを有する溜ますを設置し，かつ，

配管下流側にエルボを下向き設け，枯葉など浮遊物が流入しない構造であること 
□ □ 適 ・ □ 否 □ 

上流・下流の配管の落差が大きい（一般的には31㎝以上）箇所には，ドロップます若しくは

掃除口等を設置し，急勾配にならないように施工されていること 
□ □ 適 ・ □ 否 □ 

排 水 槽 等 
排水槽は適正な構造・容量を有していること □ □ 適 ・ □ 否 □ 

排水ポンプは用途・使用量・設置条件に応じ適正に設置され，かつ正常に機能していること □ □ 適 ・ □ 否 □ 

屋 
 

内 
 

排 
 

水 
 

設 
 

備 

屋 内 配 管 

 

及 び 

 

排 水 器 具 

配管の口径・経路・構造等が適切であり，かつ，しゅん工図の記載内容に相違ないこと □ □ 適 ・ □ 否 □ 

配管材料及び排水器具は適切に接合・取付けがなされ漏えいがないこと □ □ 適 ・ □ 否 □ 
屋内集中一括排水（排水ヘッダー等）においては，点検口等を設けるなど維持管理が容易で

ある位置に設置されていること 
□ □ 適 ・ □ 否 □ 

排水器具は適切なトラップを有し，かつ，掃除がしやすい構造であること □ □ 適 ・ □ 否 □ 

配管はトラップの封水を破ることのないよう，通気などが適切に設けられていること □ □ 適 ・ □ 否 □ 
露出配管箇所においては，配管を堅固に固定し，横揺れやたれ下がりなどがないような措置

がなされていること 
□ □ 適 ・ □ 否 □ 

ディスポーザーは基準に準拠したものを用い，かつ，適正に設置されていること □ □ 適 ・ □ 否 □ 

粗 集 器 
業態別用途及び使用量に対し，適正な器具が設置されていること  □ □ 適 ・ □ 否 □ 

維持管理に支障がなく，正常に機能していること □ □ 適 ・ □ 否 □ 

改 造 工 事 

既設汚水ますは，接続箇所の段差・ますの破損等がないこと □ □ 適 ・ □ 否 □ 

既設排水管は，接続箇所の漏えい・破損，経年変化による著しい劣化などがないこと □ □ 適 ・ □ 否 □ 

既設排水設備は，適正な使用において十分な機能を有するものであること □ □ 適 ・ □ 否 □ 
 

【検査所見】                  ※是正箇所・指示事項等がある場合は詳細を記載のこと。 

検査実施日      年   月   日 

□ 良好である。                         

□ 軽微な改善を要するが概ね良好である。 

□ 再検査を要する。 

（再検査予定日    年   月   日）  

 

当該申請物件は，上記確認欄の記載に基づき施工しており，これに相違ないことを誓約いたします。 

【指定下水道排水設備工事業者】                       【排水設備工事責任技術者】 

 

              登録番号       －          号  

 

 

                                                              

                                       技術者名                          

  ※「検査立会人【確認欄】の記入にあたっては，各検査項目（内容）につき原則として「写真・目視」をもって確認にあたるものとする。 

   ただし，隠ぺい部や埋設部など確認が困難，若しくは不可能な場合は，排水設備工事責任技術者への聴取り確認をもってこれに代わるものとする。 

検 査 員  検査立会者 

 
  

 

別紙４ 


